
１ 策定の考え方 

２ 策定方針 

３ スケジュール 

「福井市行財政改革指針（令和４～８年度）」の策定について 

 

○本市を取り巻く様々な環境の変化に伴う行政需要に適切に対応するため、これまで

以上に効率的、効果的な行財政改革に取り組む。 

○第八次福井市総合計画を着実に推進するため、総合計画の計画期間と合わせて策

定する。 

 

 

(1)今後の課題 

○北陸新幹線福井開業等に伴う行政需要への対応 

○新型コロナウィルス感染症等をふまえた「新たな日常」への対応 

〇人口減少に立ち向かう持続可能な活力あるまちづくり 

○健全で持続可能な行財政運営 

 

（２）今後の行財政改革の方向性 

  

 

 

 

 

 

 

（３）取組期間 

   ５年間（令和４～８年度） 

 

（４）推進体制 

   市長を本部長とする行政改革推進本部と、民間委員で構成する行政改革推進委

員会により推進を図る。 

 

（５）取組状況の公表 

   ホームページでの公表 

 

 

 

                         

 

    

                 

  

 

               

                

 

 

 

              

    

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              

                 

                                               

 

 

 

 

 

 

令和 3年 11月「福井市行政改革指針（令和 4～8年度）（素案）」協議、決定 【行政改革推進本部会議、行政改革推進委員会】 

〃 （素案）について議会正副議長、会派説明 

12月 （素案）についてパブリックコメントの実施 

4年 2月 「福井市行政改革指針（令和 4～8年度）」決定 【行政改革推進本部会議】          

〃  議員全員協議会において説明 

【今後の行財政 

改革の方向性】 

【取組例】 
・課題に効果的に対応できる組織編制や人員配置 
・時代の変化に適切に対応できる職員の育成 
・RPA※などデジタル技術を活用した業務効率化 
・働き方改革の推進 

【推進項目】 

【取組例】 
・デジタル化の推進による行政手続の迅速化 
・窓口サービスの充実 
・市民への分かりやすい情報提供 

【取組例】 
・健全な財政運営の推進 

・SDGsの推進 

●機動的・効率的な組織体制             

●職員の人材育成・能力向上 

●事務のさらなる効率化 

●誰もが活躍できる働きやすい 

職場環境づくり 

 

●市民サービスの充実 

●効果的な行政情報発信 

 総合計画に掲げる将来都市像「みんなが輝く 全国に誇れる ふくい」の実現を目指

して、様々な課題に効果的に対応できる行政組織の構築や、市民サービスのさらなる

向上、健全な財政運営に取り組み「未来につなげる持続可能な行政運営」を進める。 

 推進にあたっては、デジタル技術を積極的に活用し、住民の利便性向上を図る。 

 

未来につなげる 持続可能な行政運営 

① 時代の変化に対応できる組織体制の構築  

●収支均衡した健全な財政運営 

●自主財源の確保 

●施設マネジメントの推進 

●持続可能な社会の実現 

（６）推進の体系図 

② 市民サービスのさらなる向上 
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③ SDGsをふまえた健全で持続可能な行財政運営 

※RPA…デジタル技術を用いて業務を自動化すること 
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【推進方針】 


